
新潟県支部報1:7 
No.2 5 988年 3月 20日

・・：
－
a

・

•• •• J ム 0・・・・・.・・・ • 、・... ,• ーーー．． ． ールド ー・：：：：：＜：：：：：：..... 

山之オ会，烏土也

イ

探

私のフ

f建叫lキナ
......九． ・．．．．．．．・0・a・・a ．ー ・・a － 一白一白ー－ a白一。－ J与；・.・.＿.・.・・・・.・.・・－ ..：’日匂ー：・：.・: : ー・ 令：． ー．守匂 E ’E匂ι・0 ． ． ・・ー・．．．． ．．． ． 

昨今ブームなのかあたり前なのか各万面か

ら採鳥に訪れる人が多くなって来た。

しかし乍らホホジロぞカワラヒ ワには興味を
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~坂探鳥遊歩道

てまい りましたが，御多分にもれず観光施設

や植杯によってフ’ナの伐採が進みその生，息数

示さない万がほとんどである。

松之山のホホジロはなまりがきっし が色白が

多いとか， 「松之山のイカノレは 「金持って来

い」ではなく「またきてね」と鳴く事を発見

して，ああやつは．り松之山の鳥は可愛いなあ，

センスも良いしと感じて頂きたいのでありま

す。ほとんどの万がアカショウビンの姿を追

い求めているのは残念です。

「アカショウピンはいつごろ渡って来ます

か」と聞かれてもはっきり答えることが出来

なく本当に困ります。

も限られてきました。

しかし近噴では理解ある町長のおかげで植林

フeナの森の保護にも力を入れてくれ

確かにアカショウピンは新緑の森を 「キョロ

ロロ…」と鳴きながら通る時は，淡い線に赤

い色が映えてあざやかですが。
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は蹴り，

ています。

今年の成人式は 「美人村」というブナの森で

行われましたが，こんなユニークさも自然に

対する愛着の説われかと良い万に受けとめて

おります。

この森も我々の仲間で早朝からの清掃，なぎ

はわいで維持しているもので，これか内も小

さな自然保誰にかかわっていきたいと思いま

す。そして，たまにホホジロに頬ずりをして

昨年牛小屋に飛びこんだアカ ショウビンを手

にしたときは，えらいグロテスクなすツだと

軽蔑のまなこで昆てや りました。

温泉街から 15分程登るとブナの森になり

ますが，この辺にブッポウソウが営巣してい

るようで‘林縁の枯れ枝に番いで・止．っているの

が良く見られます。

このコースは湯坂採鳥遊歩道といって，他に

アカゲラ，サンコウチョウなどもたサシバ，

東顕城郡総之山町湯本

やりたl，、です。まには確認できます。

松之山は古くから野鳥の宝庫として知られ
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一 本間隆平｛

2月中旬， 日本野鳥の会新潟県支部が行う

寺泊傑烏会によってカモメ頬に親しむ会員が

カモ ・ハクチョウ類の状況とくらべ調査がし

天候によって生息状況が左右にくいことや，

まだわかっていないことが多いされるので，

ょうです。

ま

とめていて気がついたこと品鳥類についての

観察記録が「支部報」などに意外に記載されて

いないということです。立派な研費発表が掲載

このシリ ーズは今回で終わりとします。

多くなり ましたが．まだ海岸や海上に見内れ

る鳥類についての資料は極めて乏しい状態で

す。こう した中で新潟県の沿岸付近に冬期投

釆することを知るきっかけとなったのは，海
d.2.a4.5.6) 

岸に除着するへい比体の調査 です。こ

れによって，フルマカモメ、シロハ ラミズナ

されることは文献としての価値が品まり ます

小さな記録がもれなく収録されるこ とも

アカアシミズナキe ドリなどの ミズナ

ハシプトウミ

キ・ドリ，
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カ＂
大切なことと思います内

猛禽類についてほとんど触れませんでした

が，密猟に関する問題がありあえて省略しま

した。いずれ掲載する機会があるものと考え

ております

1 千羽晋示 CHお5) ；新潟県の海鳥宛死に関す

る考察，山階鳥研報， 4. 208-216. 

2 風間辰夫（1968) ；ミツユピカモメとオオミ

ズナギドリの大量へい死と渡りに関する考察，

烏， 18.260-266. 

3一一一一一 （1971) ；日本海における廃油汚染

によるウミスズメの大量死について，山階鳥研

報， 6,389-398. 

4 千葉晃（1974) ：新潟市海岸に漂着した発

死海鳥類に関する調査．日歯大紀要，3,121-131. 

5 本間隆平（1975）；フルマカモメ，コウミ ス

ズメ及びウミオウムの収容とへい死体の拾得に

ついて，野鳥新潟 .45, 11. 

6 千葉晃（1978) : 1976～1978年に新潟市

海岸に漂着した姥死海鳥額（追補資料），新潟

県野生鳥獣生態研究会誌， 4 . 5～6. 

7 本間隆平 0975) ；：カニ底さし網による海鳥

の事故死について，野鳥新潟，45,2-3. 

8 石井哲夫（1986) ：新潟東港のカンムリカイ

ツブリとハジロカイ ツプリ，野鳥新潟， 65,4-5. 
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ウミオウム，

エトビリカなど，海上で船上から見

たと しても判別ができないような種類が次つ

ぎと記録され．その生息状況にも考察が加え

られま した。さ内に種類の確認だけでなく，

鳥類保護の観点からは不幸な事件ではありま

したが，中条町荒井浜でカ ニ底さ し網により

マダラウミスズメを中心にアピなどの海鳥が

大量にへい死 した事ti）があり， 3月にはこ

れらの海鳥が沿岸近くに集まるこ との一端を

うかがし、知ることができま した。

日本海の海鳥類については，太平洋を船で

旅行したこともな く， 日本海も新潟港からの

佐渡航路，岩船港か内の采島航路を利用した

ことがあるだけで，自分の目で確かめ比較し

たわけで‘はありませんが，カモメ類は別と し

て4月下旬から 5月上旬にかけて，

ウミカeラス，

ウミスズメ，

コウミスズメ司

マダラウミスズメ，

トロフウミスズメ，

ウトウ，

ギドリ科の鳥類．

ガラス，

オオミズ

アカエリヒレシロエリオオρ ムナギドリ，

円
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まれにハシボ－ソミズナ

ウトウ，ウミスズメ，

メなどを見ることができる程度で，大平洋に

比較するとその種類も個体数も非常に貧弱と

なっているようです《

語鳥の越冬状況は，

トウゾクカモ

湖沼やかj川でのカ’ン・

アシシギなどのほか，

キドリ、



、＿，.

研究発表会の 開 催 三
小野島 学

1 0月17日～ 18日にかけて南魚沼郡六日町

でツバメ研究の第一人者である内田康夫先生

をお招きして県支部研究発表会が開催されま

した。当発表会は，例年9月のシギ・チ ドリ

探鳥会で講師を招き講演会を実施していたの

を，本年は講演会に加えて会員の日ごろの素

晴らしい研究成果を披轟し意見交換を行う目

的で新しく催されたものです。

秋もたけなわ，大型台風が日本列島を北上

し当日の17日夜半新潟県内を通過する予報で，

夕方より生暖かい南風がしだいに強くなり激

しい雨も降り出したあいにくの天候でしたが，

県内各地はもとより遠く群馬県からも会員が

駆け付け，約50名の参加を得て開催されま し

た。

宿舎は本会会員の山田正志さんが経営して

いる 「六日町湯本館」で， 夕食後，六日町役

場の会議室へ移動し研究発表会および特別講

演会をはじめました。

！ 研究発表会

1 六日町のツバメの繁殖について

木下 弘

2 小千谷市信濃J11における冬季聞のシギ・

チドリ類の飛来個体数と積雪との関係

中山 正則

3 コアジサシの繁殖生活 千葉 晃

4 ガンカモ科の行動生態 小池重人

日 特別講演

演題 「ツバメの繁殖生態」

講師 内 田康夫先生

先生は， ライフワ ークにツバメの研究を取

り上げ各地の フィ ールドで研究観察を行って

いますが，数年前より魚沼地区もその中に加

え木下弘さんらとともに調査していることか
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当間山で内田先生を図んで

i::i，今回講演願うこととなり ました。

内容は，経験豊富で細かし、観察結果からツ

バメの生態を非常に解りやすく解説され，日

ごろ見落とされがちな鳥の生態観察の大切さ

を改めて感じたところでした。

詳しいことは，次の図書に載っていますの

でぜひ読んでみてくださし、。

カラーサイエンス 14 ツバメ

集英社刊 950円

（全国学校図書館協議会選定図書）

発表会及び特別講演会終了後，宿に戻り 内

出先生を囲んで真夜中の懇親会が聞かれ，長

い意見交換の場となりました。

翌朝は，朝食後自家用車に分乗し魚悩スカ

イライ ンのー画にある「当間山」で雌鳥会を

行いま した。当閉山は楳高約lllOmで，山頂

付近を形成するブナ林は訪れる人の心を洗う

ものがあります。このプナ林一帯は残される

ものの，この付近もスキー場阿設を目的と し

た開発の波が押し寄せているとのこと。自然

の尊さを感じるとともに，この自然をいかに

残してゆくか，我々世代の判断が重要な時で、

あることを改めて感じさせられたl日でした。

（新潟県中越家務保健衛生所）
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オオワ シと並んで日本へ技来し越冬する海

ワシの仲間であり，北海道では若干繁殖する。

本州，四国，九州へはそれぞれ冬鳥として

渡来するが数は多くなし、。

昔はオオワシ，イヌワシ向様に尾羽 l枚米

1俵といわれ，狩猟の的となったものである。

江戸時代まではよく保護されていたが．明

治に入ると銃猟による狩猟家が多くなり．か

つ狩猟で、生計をたてる人もかなりいたので，

高価なワシ類は見つけ次第銃の的となった。

このため明治の終りから大正，昭和 20年

ころまではオジロワシにとって日本へ越冬のた

め渡来するのは殺されにくるようなものであ

った内新潟県で説察されるようになったのは

昭和35年ころからであり，当時は2～3羽程

度であったが，現在は12～15羽程度大河川｜，

湖沼を中心に技来している。

オジロワシは，オオワシより分布が広いの

で今すぐ絶滅する心配はないが．環境の破壊

がこれ以上進めば考えなければならなし、。

一応保護対策として．附和45年1月国の天

然記念物に指定され文化財として保護される

ことにはなっているが，イヌワシ， クマタカ，

オオタカのような特殊鳥類ではない。

鳥類保誰法上はシジュウカラ，ムクドリと
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同じ扱いである。

食性はオオワシと同じくサケ，マスなどの

魚類が中心であるが，県内ではよく廃鶏とな

ったニワトリ（最近海岸線の松林や，河口に

よく生きたまま捨てられている）を食べてい

るので，伝染病などに感染するおそれがある。

野外での動作を見ていると，オオワシよ り

は動作は敏捷であるが，餌となる鳥類（特に

ガンカモ科）を捕食するのはあまりうまくな

し、。

新潟県での越冬場所は，阿賀野J11，信濃川

流域，福島潟，鳥屋野潟，佐潟などである。

オジロワシのこれから生息していく上に一

番心配なのは，オオワシ，ハクトウワ・ン，サ

ンシヨクウミワシなど同じように，繁殖地周

辺の環境保護及び，食性からくる海水汚染，

河川の汚染，農薬などの公害の防止を厳しく

する必要がある。

農薬など，極の汚染は I～2年で病状が現

われるのでなく，体内で蓄積された結果，繁

殖等に色々な悪影響を及ぼすものである。

特に最近では，すべての化学製品が広く使

われているので，へい死体等が発見されたら

十分化学的な峨査が必要であると思う。

新潟市坂井1398-3
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シギ ・チ ドリ 観察会
土 回 手口 美

9月6日，晴れわたる空の下，巻町・ 1li1浜で、恒例j

のシギ ・チドリ探鳥会が行われました。9月とはし、え

まだ暑い日差しの中，参加した 30名はセッカの声に送

られて越前浜を出発しました今回はいつも見られる

ような水溜りがなく，シギ，チド リがたくさん集まっ

ているような場所はありませんでしたが，波打ち際に

は， トウネン ・ミユピシギ・ハマシギなどが群れ，海

上を飛ぶアジサシやショウドウツバメそして砂浜を走

fまわるカニや渡打ち除にまっ白になって集まってい

たフジノハナガイなど夏の海水浴シーズンでは見るこ

とのできない掘の一面を見ることができました。

，、， 

海辺で採食するトウネン

また鳥合わせのあとにはシギとチドリの違いは何か，

どのような点に注意して観察すればよし、かなどの話が

あり，参加者にとって充実した一日だったと思います。

（この傑鳥会は砂浜を長時間歩くため，大変良い運動

となります。 日ごろ運動不足だなと思う万この次はぜ

ひ参加してみて下さし、。）

－”’・晦岨・ ザ‘

ド

ノてードソン 1987

事 務 局

午後5時，朝日村ヘゴール53種の鳥の姿，そ

の様々な自然とが心の中を駆けま友けていった。

新潟県支部初めての試み．で、あった第2回バード

ソン全国大会への参加，この報告を会員のみなさ

んにお知らせしたし、と思います。

ニイガタ首長国連荊註の協力で大会参加の話

が決ったのが2月下旬，当日まで約3ヶ月前である。

3月よりコース等の打ち合わせをして各探鳥地のリ

ーダーの方々に探鳥会をお願いしたのが4月，とも

あれ5月30日射すにおいて2:00より抹烏会・野鳥

講習会が行われ4:00からは糊長含め300名近

い人々の見守る中，オープニングセレモニーが聞

かれパードソンの幕は切っておとされた。

エントリーチームはまず5:00より牧村の黄昏せ

まる茜色の空の中イカムヤマカeラ，カルガモな

ど11種を確認，上越には6:00，コチドリ，イワ

ツバメなど5種を記録，更に高速をとばし夜の

とばりの降りた大和町へ8；α）にヨタカの声に

耳を傾けた。 10:00をまわる頃ようやく津南へ，

翌朝3:30に津南マントパークから山側lJへかけ

て傑鳥ツツドリ，キビタキ，アカショウピメノ

ジコ，アマツバメ等を確認した。名水竜ケ窪で
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餌を探すメダイチドリ

はブッポウソウ，ここからヘリで一路佐渡へウ

ミウ，イソヒヨドリなどの海鳥を観察，再び空

路ヘリで笹神へ行きコゲラ，瓢糊ではオオハ

クチョウ，コハクチョウ，カイツブリなどの水鳥，

量篭でコアジサシ， 民J11でヤマセミ，閥J11で ミサ

ゴ，軌日村でオオタカと追加して計53種，ェ

イガタ首長国連邦をくまなく回るとし、う条件

の中多くの人々の協力で予想以上の成果を上

げることができました。

普及活動， PRとし、う面でもニュースやB

s Nの特集や新聞をご覧になった様に大きな

反響を得ることが出来ました。子供達の中に

も確実にバードウオッチング，バードソンとい

う言葉は，かなり身近なものになりつつある

と感じました。とりわけ，牧村での全村の小

学校あげての傑鳥会，あの子らの心の中に鳥

たちとの出会し、，ふれあいが残っているなら

十分ではないでしょうか？

最後に牧，津南，笹神，黒J11，朝日，各町

村で‘諜鳥会の指導に当られた方々に誌面をお

かりしてお礼申し上げます。また各町村役場

の万々，募金された万，探鳥会に参加された

万々すべての人の協力で威し得たノミードソン

であったと確信しています。
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ガ ンカモ科の行動
マガモの求愛行動

研 究部
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冬の訪れとともに，北の地方から冬鳥たち

がたくさん日本に渡ってくる。新潟はfqlj泊が

多いため，中でもカモ類が多く観察できる。

渡ってきたばかりのカモたちは水辺で多くが

群れている。だが，ただ群れているといった

様子である。しかし 彼らが春に北へ帰る頃

までにはほとんどがつがし、になっている。冬

の約半年闘の中で・つがし、になるのである。い

ったい彼らはいつどのようにしてつがし、を形

成するのだろうか。

このつがし、形成については，雄の奇腿なすl

毛とはでな動き（求愛行動）とが役だってい

ると考えられている。そこで，払はこのカモ

類の求愛行動を調べてみることにした。 しか

し最初は，観察してみても，あまりにも動き

がすばや過ぎて，細かな動きをうまくとらえ

たり理解することができなかった。そのため

弘は，写真に撮ったり，ビデオカメラで記録

したりして，詳しく検討することにした。次

に述べることが，調べた万法とその結果であ

る。ここでは比較的多く見られるマガモ属4

種（マガモ，カルガモ， コカモ，オナガガモ）

の求愛行動とそれに関連した行動について述

べることにする。その他の種やつがし、形成後

のいろいろな行動についてはまた別の機会に

述べたい。

網べた方法

①ビデオカメラでさまざまな行動を記録する。

②テレビに映しスローモー ションやコマ送

りにして，詳しく調べる。

①静止画像にして，透明なシートに輪郭を写

す。

＠電子コピーで紺少し，全体の流れがわかる

ように一枚の紙にまとめる。

⑤行動の椋子が把握できたら，再度野外視察

で行動の意味を検討する。

⑤テレビ画面では調べられない細かし、羽毛の

様子などは，写真で撮って調べる。

行動の名称については，まだ適切な日本名

がつけられていないので，StanleyCramp 

0977）の英名を参考にして，適切な名称を自

分で考えた。思索社から発行された， K.Lo 

renz Cl971）の訳本に示されている行動名の

訳語は，実際の動きにそぐわないものが多く，

一切lしか参考にしなかった。

また，明らかに求愛行動であり，雄だけに

見られるものに対しては，「～行動」という名

称をつけ，それ以外は 「～動作」とした。

この 4種について，マガモから先に行動の

様子を示すことにした。後の 3種については

マガモの行動と比較しながら述べることにす

る。

マガモの行動

I 主要な求愛行動

1 .水はね行動 CWater』 fli ck) 

頭突き出し動作が先だって行われる。

最初に首を縮めl殉を下げる。i掲は自分の胸

にくっつくぐらいになり水面に触れる。その

とき少し口を閥けピーという笛声を出す。そ

して鳴の先を思いきり備に振り水をはね上げ

る〔 0.33秒後〕。それと何時に体を直立させ

首を持ち上げ始める。体か最も持ち上がって

もl賄は下を向けたままにしておく〔0.66秒後〕。

次に蹟の位匿を変えないで体や首を元に民し

始める。体や首がほとんど元に戻ったところ

で，明をいつもの状態に直していく〔1.23秒

後〕。直した後，尾振り動作を伴う。

水をはねてから蹟を持ち上げるまでは目を

つぶる。

Cramp Cl977）と，Lcrenz0971)に

よれば，笛芦とほとんど同時に， 「Grunt」

という低い声を出すら しL、。 しかし実際は小

さい声でなかなか聞こえない
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 ガンカモ科の行動
　～マガモ属の求愛行動～

小池重人（研究部）
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2 頭尾上げ行動 <Head・-up-Tai I -up) 

頭突きだし動作が先にあり，首伸ばし泳ぎ

動作が後に統く。

頭を少し引きながら上げると同時に，混と

尾を上げていく〔0.17秒後〕。その後，この姿

勢を保ったまま顔を雌のほうに向ける 〔0.37

秒後〕。そのとき戸を出す （どんな声なのか

まだはっきりしなし、）。それから徐々に翼と

島を下ろし始め下ろ し終わったら首を縮めな

がら正面を向く〔1.23秒後〕。その後，首伸

ばし泳ぎをする。〔2～2.5秒間〕。その後つい

てくる雌に対し， 後頭部向け行動をする場合

が多い。

水はね行動 頭尾上 げ行動

3・下げ上げ行動 CDown-up)

頭突きだし動作が先にあり，首伸ばし泳ぎ

動作が後に続く ことがある。

最初ややl殉を上げながら首を伸ばす〔0.1秒

後〕。次に盲を縮めながら鳴を下げてし、く。

それと同時に翼と尾も上げてし、く。そのとき

胸は少し沈む。それから明を水につける〔0.37

秒後〕。次に尾と翼はそのままに明から水滴

を落としなが句顔を上げ首を真上に伸ばす。

〔0.53秒後〕。そしてしだいに興と尾を下げ

てし、く。巣と尾が下がり終わると首を元に戻

す〔1.53抄後〕。 l賄を下げてから上げるまで

に「ピッ ．ピッ」とし、う笛声を発する。

~~ 
下げ上 げ行動

一7ー

u 主安な求愛行動の合聞や前後あるいは付

闘 してみられる行動や副作

ト 求愛飛行行動（Courtship・-£I ight) 

急、に水面から飛びたつが，遠くに行かない

で数mぐらい飛んでまた水面に下りる。 この

とき口を大きく ｜苅けて， 戸をti-¥す。

2.後頭部向け行動 CTurn-ba ck-of-Head) 

後ろにいる雌に対して，首をやや後ろに引

き少し上に伸ばし後頭部を見せる行動。

3.首伸ばし泳ぎ動作 〔Nod-swimming)

首を伸ばしぶ面ぎりぎりの姿勢で泳ぐ。頭

尾上げ行動の後，交尾の後に行なう。

4 J二万振り動作 CUpward-shake) 

少し胸部を水面より上げて，首を斜め上に

伸ばし回すように振る。そのとき尾を振る。

5.頭振り動作 CHead--shake)

明をいつもの位置で振る動作

6・頭突きだし動作 CHead-f I i ck) 

明を斜め上前方へ向けて，首を伸ばし回す

動作。ふつう尾は振らなし、。

良く見内れる動作で，;j(はね行動，頭尾上

げ行動，下げ上げ行動に先立っても見られる。

7.尾振り動作 CTaiト岨gging)

いろいろな動作に伴う。

8・水つけ動作 CBi11 ・-dip) 

実際水を飲むときとは違い，ただ鳴を水に

付けるだけの動作。

9.いろいろなみせかけ羽づくろい動作

C Mock-preen--d i sp I ay) 

背泊づくろい動作（Preen-dorsally）が最

も普通に見られた。

ぷコミ三三り

上 方 銀り 動 作 首 イ申 C;fし泳ぎ動 作



3～ 9までの動作は雌でも時折見られる。

雌では首伸ばし泳ぎは誘い動作に付随するも

のである。 4～ 9は求愛行動というより，心

理的な高まりや葛藤によって起こる動作と考

えられる。そのため，雌もいろいろな心理的

な葛脹や高まりがあるときはこういった動作

を示すと思われる。

凹． 雄どう しの争いに見られる動作

求愛行動は雄どう しお互いに反発しあうの

で，いろいろな争いや攻撃が見られる。

1 .胸押し動作 Cchest-push i ng) 

胸を押し合い，力くらベをするような動作。

決着が付かないとっつき合いになる。

・2.回り争い動作（Circular-fight)

水面をお互いが追し、かけながら回るような

争い。この後ふつう，水浴びゃ羽ばたき動作

や羽づくろいなどの動作をやる。この回り争

いは雌にも見られる。

3.攻撃動作

いろいろな動きがあるが，最も一般的なも

のは首を伸ばしてかみつこうとするもので，

多くの場合ただの威嚇で終わる。実際かみつ

いたときは双方後で水浴びや羽ばたき動作な

どを行う。雌にも同様に見られる。

4・水浴び動作

頭から水に突っ込む水浴びで，輿をふるわ

す水浴びと違う。争いの後に行う。

5・羽ばたき動作CWing-flaps) 

水面で体をやや立てて羽ばたくが飛ばない。

争いの後に水浴び動作に続けて行うことが多

L、。

6・水のみ動作 CCeremonia1-dri nking) 

噴を上げて，水を猷む動作。儀式的な場合

もあるらしし、。

Eの5～ 9の動作は，争いの後にもよく 見

られる。

争った後，尾振り→水浴び→羽ばたき→尾

振り ・頭突き出し→頭突き出しなどの一連の

動作をする。また，威嚇された後に，尾を振

ったり，水つけ→背羽づくろいの動作をした

りする。これらも心理的な葛藤によっておこ

る動作と思われる。

N.雌だけに見られる動作

ト 誘い動作

頭を上に伸ばし前に下げまた元に戻し，同

じ動作を繰り返したりして泳ぐ。また，頭を

下けたときそのまま首伸ばし泳ぎをしたりす

る。この動作をすると雄が寄ってきたり求愛

行動をしたりする。

2.けしかけ動作 Gnciting-display) 

気に入った雄や番の相手の雄に胸を向け，

泳ぎながら（その雄をけしかけるように） ，

後ろの雄に対して肩ごしに顔を績にして振る。

このとぎ「ガガガ・ガカラ刊という戸を出す。

力Jしガモの行動

雄も雌もマガモの行動とほとんど同じであ

る。しかし個体数が少ないことが原因なの

かもしれないが，雌の近くまで雄が寄ってき

て来ることが少ないしマガモで見られる集団

で泳ぐということが全く観察されなかった。

コガモの行動

I・主要な求愛行動

トげっぷ行動 CBurp)

顔を上げてから「ヒL 」と鳴き，翼をふるわ

す。そして頑を少し伸ばしやや前へ動かす。

雄は雌の日がづという戸と違って，普段でも

高い「ピー」とL、ぅ声を出す。

2.水はね行動と頭尾上げ行動

普通先に頭振り動作がある。そして，約 l

秒後に動作が始まる。

まず鳴を下げ水面につける。そのとき少し

口を闘け，［チー」というかん高い戸を出すけ

ガモと同様「Grunt」を出すらしし、） 。 それ

とほぼ同時に，数 l0 C叩離れて横にいる雌に

対して，鳴で水をはねる〔Q.3秒後〕。その後

鳴を下に向けてから体を立て頭をもち上げる

動作が続く〔Q.6秒後で最高〕。次に，頭突き

出し・尾振るわし動作〔Q.9～ l.2秒後〕をし

-8-
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た後に，頑尾上げ行動を始める〔1.33秒後〕。

1.6秒後で最も頭と尾を上げる。その後， 2 

～ 3度尾を振りながら下ろし，顔を雌の万に

向ける。顔を向けたとき「ピー」という普通の

芦を出す。そして体全体もしだいに雌の方に

向けてし、く。 2.0秒後完全に雌の万を向く 。

雌の万を向いたとき水かきを強くかき水面

上に少し体を持ち上げる。その後顔をもとの

位置に向けしだし、に体も元に戻す。

マガモと違って，頭尾上げ行動はめったに

それだけで始めないでト水はね行動の後に行う。

．
 

．
 
．
 

．
 

．
 

...._,. 

水はね行動

そ こY
頭 尾よげ行動 頭突き出し動作

3・下げ上げ行動

初め鳴を少し上に向け2～ 3回頭振り動作

をする。次にE買を下に向けると同時に島と翼、』J
を上げ始める〔0.36秒後〕。このとき，「ピピ

ビ」と笛芦を発する。 0.67秒後に尾と巽を最

も上げる。それから尾を下げるときまた頭を

上に向ける〔0.1～1.13秒後〕。首はあまり伸

ばさない。 1.47秒後にもとの姿勢に戻る。

d〕
下げ上げ行動 後頭部向け行動

ト主要な求愛行動の合聞や前後あるいは付

随してみられる行副や動作

1 .求愛飛行行動

マガモと同様の行動である。

2.後顧部向け行動

後ろにいる雌に対して，首をやや後ろに引

き顔を少し捕に向け後顧部を見せる。 しかし

マガモほど首を上に伸ばさなし、。

頑尾上げ行動の後に見られることが多L、。

3.首伸ばし泳ぎ動作

Cramp (1977）によれば，マヵーモとは違っ

て，ただ頭を前後に振り泳ぐ動作をするよう

である。稀にしか観察されなし、。

4・頑振り動作

いろいろな折りに見られる動作。普通に首

を振る。水はね行動・頭尾上げ行動，下げ上

げ行動の前にはこの動作が見られる。それ以

外でも独自に行う。

5・頭突き出し動作

噴を前万へ伸ばし頭を回す動作。水はね行

動の後に行う場合と，独自に行う場合がある。

前者のときは尾を振りながらおもいきって前

へ突き出す。後者では尾は振らず，軽く頭を

突き出すだけである。後者のほうがマカその

頭突き出しに似ている。

6・ 尾振り動作，上万振り動作，羽ばたき動

作，水つけ動作，背羽づくろい動作は，マガ

モと同様だが動きが速い。

Cramp Cl 977）によれば，陸上へ上がった

とき，そり返り CBridling）や腹羽づくろい

CPreen-Be l ly）をするらしい。

田． 雄どうしの争いに見られる動作

胸押しはまだ見ていないが，鳴でつつきあ

う動作は観察している。

そのほかの争いに関連した動作は，マガモ

のものと良く似ているが動きが速い。

N 雌だけに見られる動作

1 .誘い動作

マガモより簡単で，ただ首を前後に動かし

泳ぐ。
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2.けしかけ動作

マガモと向様である。

オナガガモの行動

I 主要な求愛行動

1 顎上げ行動〔Chin-Iifting) 

集団で雌を追し、かけて，明をやや下向きに

して頭を上げて下げる。そのときギイィィィギfイ

イイイイィと鳴く。

2.げっぷ鳴き行動

鳴をやや下向きにして頭を上げ，下ろすと

き 「ヒ・ョッ」と 鳴く。

3.水はね行動

頭振り動作が先にある。

マガモやコガモに似ているが，あまり頭を

高くは上げなL、。

0.3秒後水をはねIト」と鳴く。0.77秒後 l痛

を下に向け頭を上げ始め， 0.77秒後最高の

姿勢になる。1.17秒後姿勢を元に戻す。 1.9 

秒後まで尾を振り，次の動作に入る。

水 は ね 行働 頭尾上げ行動

3.頭尾上げ行動

水はね行動の後に時々行われる。独自に行

うことはなし、。頭振りが前に入るときもある。

水はね行動の姿勢を元に戻した後約 l秒後

頭と昆を上げ始める。 その0.27秒後に頭と尾

を最高に上げる。 0.37秒後尾を下ろし始め，

また頭を雌へ向け始める。その時「ピヨッ」とい

う芦を出す。 0.7秒後顔を雌の万に向け属を

下げ終わる。 1.4抄後体も雌のほうに向けて

終わる。その後，後頭部向け行動をするとき

もある。

ト 主要な求愛行動の合聞や前後あるいは付

随してみられる行動や動作。

1 求愛飛行行動

一羽の雄が短い飛行をすることもあるが，

雌を追いかけて致羽の雄が湖沼の上空を旋回

することが多い。そのとき併乙イィィィギイイノイイ

ィ」の臨の戸や「カう助＼ガガカコの雌の芦が聞

かれる。

2.後頭部向け行動

雌を集団で追っているときに時々見られる。

3.首伸ばし泳ぎ動作

頭を前後に振り泳ぐ。他の行動の後でなく

独自に行う。時々観察される。

4.頭振り動作

頭尾上げ行動に先立つても見られる。 雌を

~＼，、かけて泳ぐときにも見られる。

5.頭突きだし動作

水はね行動に先立て見られることもある抗

ふつうは雌を追いかけて‘泳ぐときに良く行う。

6.尾振り動作，上方振り動作，水つけ動作

はマガモと同様である。

7.いろいろなみせかけ羽づくろい動作

頭と首を背にこすりつける動作が多い。ま

た，背羽づくろい動作も時折見られる。

ill.雄どうしの争いに見られる動作

1・胸押しと攻撃行動その他の動作もマガモ

と似た行動が観察された。

IV .雌だけに見られる動作

1 .誘い動作

コガモのように頭を前後に振り泳ぐ動作を

する。あまり見られなし、。

2.けしかけ動作

マガモやコガモと同様であるが，飛行中で

も防〉ザガ．カカ〉むという芦を出す。

求愛行動の同時性

マガモやカルカ。モでは，数羽の雄が同時に

求愛行動を行うことがよくある。これは雌が

誘い動作をすることがきっかけと考えられる。

しかし， それにしてもあまりにも同時すぎる

nu
 



、』J

、』J

ので，なにか他に合図でもあるのかと考えた まとめ

が，それらしいものは欝擦されなかった。

そこで，ビデオで詳しく調べてみたとこ マ次

のことが分かった。例えは，下げ上げ1J.Jの

場合，まずある－:::i::iが頭を下げると，0.23～ 

0.30秒後に次の雄が頭を下け治めた。下け上

げ行動は初めに笛芦を出すので・芦が合図にな

っている可能性も考えられたので，初めに笛

戸のない他の行動も調べてみた。しかし 戸

を出す前に他の雄が動きを開始し 結果はほ

とんど向じであった。これは，彼らが他の雄

の動きに反応し， 対抗するために自分も行動

を開始するのだということを示している。

そして結果として，数羽がはとんど同時に

行動を開始することになり， 私達の目には数

羽が何時に求愛行動を行なっているように見

えるのであろう。

つがし、形成の時期

マガモやカルガモでよく見られることだが，

雄が求愛行動を し首伸はし泳ぎを見せた後，

雌が気にいった雄についていってけしかけ動

作をする。このけしかけ動作は，すでにつが

いを形成している雌がふつうに見せる。しか

しだからといってそこでつがし、が決定して

しまうとは言えないようである。なぜなら，

雌はその雄から離れてまた誘い動作を始める

ことが多いからである。

このため，どの段階でっかし、が形成される

のか今のところわかっていない。

マガモの雌のけしかけ動 作
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水はね行動 。。。。
頭尾上げ行動 。。。。
下げ上げ行動 。。。
げっぷ行動 。。
競上げ行動 。

.r 
コガモの水はね行動

4檀の主要な求愛行動を比較してみた。マ

ガモとカ Jレガモはほとんど同じで， コガモは

それにげっぷ行動が加わり，オナガガモはげ

っぷ行動と顎上げ行動が加わり下げ上げ行動

がなし、。 しかし 水はね行動と鼠尾上げ行動

工共通しており，この4種は似た行動をもっ

仲間であると言える。

こんどはこのような求愛行動を持たないヒ

ドリガモなどを詳しく調べ比較してみたいと

思っている。
（文責小池重人）
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山本調整池は，昭和47年11月より新潟県鳥

獣保護区に指定されて以来，ガンカモ科鳥類

の安定した越冬地になっています。 6～ 8月

の夏期繁殖期はカルガモが見られるにすぎま

せん。したがって，操鳥となるとこの時期以

外がよいと思います。

9月よりカルカ’モに加えマガモ・コガモ ・

オナガガモなど優先種が徐々に飛来し始め，

1 0且にはハシビロガモ・ヒ ドリガモ ・キンクロ

ハジロ ・ホシハジロが加わります。これら8種

が主構成種となり，11月下旬～ l月初旬の渡

来ピーク時には， 3,000～4,000羽の個体数が

見られます。最近の最高渡来教は，1985年12

月 l日の 6,457羽でした。

近年の特色として，ハシピロガモ・オカヨ

シガモの渡来教が増えてきたことです。 87

年 1月30日にハシビロカ。モが 259羽確認できま

したし，87年3月7日にオカヨシガモが 23羽

程確認できました。

このほか，少数種としてオシ ドリ・ミコア

イサ ．ホオジロガモ ・スズガモ ・トモエガモ

・ヨシガモが見られますし稀れな種として

アメリカコガモ・シマアジ ・アメリカヒドリ

．カワアイサなども観察されています。ハク

チョウ頬は多くありませんが， 12月中旬～ 1

月中旬にオオハクチョウがたびたび‘観察され

ています。 87年4月初旬に11羽が逗留しま

した。ガン類は，86年10月にマガンが l羽記

録されているにすぎません。

ガンカモ科の鳥類以外では，カイ ツプリ ・カ

.’‘. 
ンムリカイツフ

リ．アオサギ ・

コサギ．タシギ． バ2~；－；： + ハマシギ ・アカ

エリヒレアシシ

ギ ．イ カルチド

リ・コアジサン・

タヒバリなどが

観察されますし j v 、IIA l 
' . ' 

稀れにカクセ 九ー ／＼ 

ミ・ヤマセミ・カワウ・オオジュリン ・ヒクイ

ナなども見られます。

ワシタカ類では，冬期オジロワ シ・ハヤブ

サ・ノス リなどが観察されています。

愛鳥家の皆さん，どうぞ小千谷市山本調整

池の鳥類のウオッチングを楽しんでくださし、。

その際は，名物“小千谷そば ”も合わせてご

賞味くださし、。

交 通 の 便

（列車）

0 上越線小千谷駅下車。タクシーで10分

位。

（車）

0 国道 117号線沿し、小千谷市山本町の

山本山入口から 2分。 （高速道を利用

される場合，新潟側は小千谷インター，

東京側は川口イ ンター。）

、、』J
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